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 (5) 道州制時代に中枢拠点性を担えるまち 

 

【 担当局 】 

 市民政策局，総務局，創造都市推進局，都市整備局 

 

（ 政 策 ） 

 「拠点性を発揮できる都市機能の形成」 

 

（ 施 策 ） 

「拠点性を高める交通網の整備」，「中心市街地の活性化」 

 

 「拠点性を高める交通網の整備」においては，本市の優位性を高めるため，高

松空港の利用促進事業などに対する支援を行い，新規国際定期航空路線の開設に

寄与したほか，本市における円滑な交通を確保するための都市計画道路整備を行

ったことにより，幹線道路の整備率が向上するなど，一定の成果が得られました。 

 

 「中心市街地の活性化」においては，中心市街地の機能強化を図るとともに，

魅力ある商業・業務空間の形成やまちなか居住の促進，人々の回遊性を高めるた

め，高松丸亀町商店街市街地再開発事業を始めとする中心市街地活性化基本計画

の掲載事業を実施したことにより，中心市街地内の定住人口が前年より増加する

など，中心市街地の活性化に寄与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 激しさを増す都市間競争において，本市の優位性を更に高め，拠点性を発揮でき

る都市機能の形成を図るため，高松空港の機能強化や幹線道路の整備など，拠点性

を高める交通網の整備を進めます。 

 また，本市の都市文化の創造拠点として整備したサンポート高松など中心市街地

の機能強化を図るとともに，魅力ある商業・業務空間の形成やまちなか居住を促進

する再開発を推進し，人々の回遊性を高める歩行者空間の整備に努めるなど，中心

市街地の活性化に努めます。 



（ 政 策 ） 

 「快適で人にやさしい都市交通の形成」 

 

（ 施 策 ） 

 「公共交通の利便性の向上」，「自転車利用の環境づくり」 

 

 「公共交通の利便性の向上」においては，多様な交通手段が有機的に連携した

快適で人にやさしい都市交通の形成を図るため，過度に自動車に依存しない本市

の目指すべき都市交通の将来ビジョンを明らかにし，今後の交通政策の基本指針

となる全市的な視点に立った「総合都市交通計画」に掲げる施策を推進するとと

もに，生活バス路線の維持充実，パーク・アンド・ライド駐車場の管理，離島航

路に対する補助などにより，公共交通機関利用者数が堅持されるなど，良好な交

通環境を確保しました。 

 

 「自転車利用の環境づくり」においては，「日本一のちゃりんこ便利都市」を目

指し，市民が安全で快適に自転車を利用するため，レンタサイクル事業では新た

に構築したレンタサイクルシステムを活用し，その利便性を高めるとともに，駐

輪場の新規整備や自転車道の整備のほか，適切な駐輪場・レンタサイクル事業の

管理運営に努めたことにより，自転車利用者の利便性が向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多様な交通手段が有機的に連携した快適で人にやさしい都市交通の形成を図るた

め，だれもが安全で快適に移動することができ，過度に自動車に依存しない目指す

べき都市交通の将来ビジョンを明らかにする中で，鉄道新駅の整備や生活バス路線

の運行の確保など，鉄道・バス等の公共交通機関の充実・強化や主要な駅等におけ

るパーク・アンド・ライドの拡充など，良好な交通環境の確保に努め，公共交通の

利便性の向上を図ります。 
 また，自転車が持つ利便性を享受できる都市環境を創出するため，自転車走行空

間の確保を始め，レンタサイクル事業やサイクリングルートの設定など，快適な自

転車利用の環境整備を進めるとともに，自転車利用者のマナー向上に努め，自転車

利用の環境づくりを推進します。 
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（ 政 策 ） 

 「計画的な市街地の形成」 

 

（ 施 策 ） 

「適正な土地利用の推進」，「地域における拠点性の確保」 

 

 「適正な土地利用の推進」においては，人口減少や少子・超高齢社会を見据え，

集約拠点への都市機能の集積や，市街地の拡大抑制によるコンパクトな都市構造

と公共交通を基軸とした「多核連携型コンパクト・エコシティ」の推進に取り組

んでいます。 

福祉や環境・経済政策などを含め，集約拠点に都市機能を誘導するためのまち

づくり施策等について，本市の目指すべき都市構造を具現化する「多核連携型コ

ンパクト・エコシティ推進計画」の策定に必要な事項を検討するため，学識経験

者や公募委員などで構成された「高松市コンパクト・エコシティ推進会議」から，

市長に，推進計画案が答申され，この答申案を基に「多核連携型コンパクト・エ

コシティ推進計画」を策定しました。 

また，未利用地となっていた高松駅南用地に高速バスターミナルと送迎車駐車

場等を配置する「高松駅南交通広場」の都市計画決定を行うことにより，サンポ

ート高松の交通結節機能の強化に寄与しました。 

 

 「地域における拠点性の確保」においては，本市中部東地域の交流拠点に位置

付けている仏生山地区において，新病院を核としたまちづくりを推進するため，

香川県農業試験場跡地北側エリアの整備基本計画を策定するとともに，新病院へ

のアクセス道路の整備等を行い，拠点性の確保に向けての取組を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンパクトで持続可能な集約型都市の構築に向け，計画的な市街地の形成を図る

ため，都市計画制度等の的確な運用により，適正な土地利用を推進するとともに，

旧市域や合併地区の地域特性をいかした，地域における拠点性の確保を図ります。 
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（ 政 策 ） 

 「魅力ある都市空間の形成」 

 

（ 施 策 ） 

「地域に即した都市景観の創出」 

 

 「地域に即した都市景観の創出」においては，景観施策の指針である「美しい

まちづくり基本計画」に定める目標を推進するため，景観条例に基づき，周辺の

景観形成に大きな影響を及ぼす建築物等の景観誘導や屋外広告物の適正管理等を

行うことにより，良好な景観の保全・形成・創出，環境美化が向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魅力ある都市空間の形成を図るため，承継すべき美しい景観の保全など，都市景

観づくりを推進するとともに，世界に誇れる瀬戸内海や日本三大水城の一つである

高松城跡の保存整備など，海・水辺をいかしたまちづくりを推進し，地域に即した

都市景観の創出に努めます。 

－258－



（ 政 策 ） 

 「高度情報通信社会に対応できる拠点機能の強化」 

 

（ 施 策 ） 

「地域情報化の推進」 

 

 「地域情報化の推進」においては，すべての市民が情報化の恩恵を享受，実感

できるよう，平成２３年度に公設民営方式により超高速情報通信網を整備した池

田町の一部，西植田町，東植田町，菅沢町および庵治町東部で，電気通信サービ

ス等が提供されるなど，地域間情報格差の是正に取り組み，高度情報通信社会に

対応できる拠点機能を強化しました。 

 

 インターネットの急速な普及などによる高度情報通信社会に対応できる拠点機能

の強化を図るため，だれもがいつでも容易に様々な情報を受発信できるなど，すべ

ての市民が情報化の恩恵を享受，実感できるよう，全市域を網羅する超高速ブロー

ドバンド・ネットワークの構築に向けて，情報通信基盤の整備を図るとともに，情

報関連産業と人材の育成に努め，地域情報化を推進します。 

－259－



平成２４年度 施策の概要調書

対
象

　人，物，情報

目
的

　広域な交通ネットワークを構築し，人や物が円滑に流れるようにする。

まちづくりの目標 道州制時代に中枢拠点性を担えるまち

政　策 拠点性を発揮できる都市機能の形成

担当局
市民政策局，都市整備局

施 策 拠点性を高める交通網の整備
事業費

市民満足度
（括弧は昨年度）

988,269千円 50.6(49.3)

概
要
（

実
績
）

  街路事業
・都市計画道路の整備
  航空路線網拡大促進事業
・高松空港振興期成会が実施する航空ネットワーク振興事業，国際線充実強化対策事業およ
び台北線開設推進事業への負担金支出
・高松空港整備事業への負担金，補助金の措置

成
果
指
標

①

指
標
名

バス利用者数（長距離） 実績値 目標値 達成度

4,628 5,300
87.3%

人 人
指
標
式

年度１日当たり高速バス利用者数

②

指
標
名

空港定期路線数（季節運航を除く）　国内 実績値 目標値

指
標
式

定期路線数

達成度

2 2
100.0%

路線 路線

課
　
題

【市民政策局】
　高松空港の更なる振興を図るため，現就航路線の利用促進に加え，新規路線開設に向けた
取組が必要である。
【都市整備局】
　都市計画道路等，交通網の整備には多額な費用がかかるため，将来を見据えたコンパクト
で持続可能なまちづくりの視点など，費用対効果の検討が必要である。

③

指
標
名

空港定期路線数（季節運航を除く）　国際

指
標
式

定期路線数

目標値 達成度実績値

3 2
150.0%

路線 路線
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平成２４年度 主な事務事業の内容一覧

事務事業名および事業費
事業内容

担当課

1

街路事業 　本市における円滑な交通を確保するため，高松海岸線，木太鬼無線
などの都市計画道路の整備を進めたことにより，整備率が向上した。
　なお，関係機関との協議に日時を要したことにより，年度内に事業
の完了が不可能となったため，事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：３１６，３２７，０００円）
　また，木太鬼無線整備事業等における前年度からの繰越事業につい
ては完了した。
（平成２３年度繰越明許事業費：５４６，５２８，７１３円）

632,274千円

都市整備局

都市計画課

2

広域輸送交通機関整備
促進事業

　香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期成同盟会の主催により，
軌間可変電車走行試験視察を実施し，軌間可変電車に対する関係者の
理解が深まった。

3千円

市民政策局

交通政策課

3

航空路線網拡大促進事
業

　高松空港振興期成会が実施するエアポートセールスや積極的なＰＲ
活動，利用者に対するグループ助成など，様々な利用促進事業に対
し，県を始め他市町ともども負担金を支出し，高松空港の利用促進に
努めるとともに，同会に対して，高松－台北線の運航支援として，必
要経費を県ともども負担し，新規航空路線の開設に寄与した。
　また，国が施行する高松空港整備事業に対し，負担金を支出し，施
設の改良に対応した。
　なお，高松空港関連整備事業地元負担金について，実施主体の国が
事業の一部を翌年度に繰り越したことにより，年度内に事業の完了が
不可能となったため，事業の一部を翌年度に繰り越した。
（繰越明許費繰越額：２，２５９，０００円）
　また，前年度からの繰越事業である，航路網拡大促進費および高松
空港関連整備事業地元負担金については，完了した。
（平成２３年度繰越明許事業費：２０，３０３，０００円）

355,992千円

市民政策局

交通政策課
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